
 
平成 22年 6月 23日 

各   位 
会 社 名  アンドール株式会社 
代表者名  代表取締役社長 小志田一喜 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード４６４０） 
問合せ先 管理部長 杉山賢太郎 
電話０３－３２４３－１７１１ 

 
（訂正・数値データ訂正あり） 
「平成 22年３月期決算短信」の一部訂正のお知らせ 

 
平成 22年５月 17日に開示致しました「平成 22年３月期 決算短信」に記載した内容に誤りがあり
ましたので、下記のとおり訂正いたします。 

記 
1.訂正個所（訂正部分に下線を付しております） 
２頁 
１.22年３月期の個別業績（平成 21年４月１日～平成 22年３月 31日） 
（2）個別財政状態 
【訂正前】 
 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年 3月期 767 598 77.9 115.52 
21年 3月期 783 584 74.6 112.84 
【訂正後】 
 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年 3月期 765 598 78.1 115.52 
21年 3月期 783 584 74.6 112.84 
 
４頁 
（２）財政状態に関する分析 
②キャッシュフロー 
【訂正前】 
売上債権の減少 83,333 千円、減価償却費 64,766 千円等の収入要因により、前連結会計年度に比べ

66,422千円増加し当連結会計年度末には、322,936千円となりました。 
【訂正後】 
売上債権の減少 83,338 千円、減価償却費 64,766 千円等の収入要因により、前連結会計年度に比べ

66,422千円増加し当連結会計年度末には、322,936千円となりました。 



（財務活動によるキャッシュフロー） 
【訂正前】 
財務活動により使用した資金は、69,104千円（前年同期比 887.2％減）となりました。これは主に長
期借入による収入 90,000千円があったにも関わらず長期借入金の返済による支出 121,620千円、短期
借入金が 37,500千円減少したこと等によるものであります。 
【訂正後】 
財務活動により使用した資金は、69,104千円（前年同期比 887.2％増）となりました。これは主に長
期借入金による収入 90,000千円があったにも関わらず長期借入金の返済による支出 121,620千円、短
期借入金が 37,500千円減少したこと等によるものであります。 
 
61頁 
（損益計算書関係） 
【訂正前】 

前事業年度 

（自 平成 20年４月１日 

  至 平成 21年３月 31日） 

当事業年度 

（自 平成 21年４月１日 

  至 平成 22年３月 31日） 

※１ 営業外収益のうち、関係会社との取引に係るものが

次のとおり含まれております。 

 受取手数料         2,988千円 

 不動産賃貸料         500千円 

計       3,498千円 

 

※１ 営業外収益のうち、関係会社との取引に係るものが

次のとおり含まれております。 

   受取手数料         1,368千円 

   受取利息           140千円 

計       4,716千円 

※２ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。 

   建物附属設備         682千円 

   工具器具備品          37千円 

      計           720千円 

【訂正後】 
前事業年度 

（自 平成 20年４月１日 

  至 平成 21年３月 31日） 

当事業年度 

（自 平成 21年４月１日 

  至 平成 22年３月 31日） 

※１ 営業外収益のうち、関係会社との取引に係るものが

次のとおり含まれております。 

 受取手数料         2,988千円 

 不動産賃貸料         500千円 

計       3,498千円 

 

※１ 営業外収益のうち、関係会社との取引に係るものが

次のとおり含まれております。 

   受取手数料         1,368千円 

   受取利息           140千円 

計       1,508千円 

※２ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。 

   建物附属設備         682千円 

   工具器具備品          37千円 

      計           720千円 

 


